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（b）“リキテックス”アクリル絵具
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図3　絵具の彩度と明度
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（a）　“ホルベインアクリラ”絵具
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（b）‘‘リキテヅクス’，アクリル絵具
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オレンジレッド
（a）　ホルベイン
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図2　図3凡例
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〔注〕　ここで対象としている絵具は，主として1980年代に市場に出まわっていたものであるg
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）（2．5BG），青（2．5PB），青紫（10　PB），紫（5　P），赤紫（2．5RP）である。また，図3では横軸に
彩度，縦軸に明度をとった。
　色相の分布をみていくと，赤，黄赤，黄に相当する色の占める割合が一番多いことがわかる。
赤色をみると，ホルベインでは5R前後の，いわゆる“赤”に相当する色が多いが，リキテッ
クス絵具の色相はそれよりも黄の方に傾いている。リキテックスの黄色には，また赤みの黄も
多く，黄赤の領域の色がとくに豊富に揃っているのが特徴といえる。緑色の場合は，ホルベイン
に比べるとリキテックスでは青みの色より黄みの色の方が多い。このことから，全体的にホルベ
インに比べると黄みの色が多いのがリキテックスの製品といえる。一方，青色では，紫みの色が
緑みの色より多いのがリキテックスで，紫みの色も緑みの色もほぼ同じようにあるのがホルベイ
ソである。紫色では，ホルベインでは赤みの色の方が，リキテックスでは青みの色の方が多い。
各色においてこのように微妙な違いが認められるが，色の傾向の差が最も分かりやすいのは，比
較の対象となる色数の多い赤色においてであるといえる。
　明度は，それぞれの色の性質を反映して，共通の傾向がみられる。すなわち，紫みの赤で明度
が低く，黄みの赤，赤みの黄，そして黄になるにつれて徐々に上がる。いわゆる茶色系統の色は，
明度の低い赤や黄の色のことである。有彩色において明度が一番高くなるのは一般にレモンイエ
ローなどとよばれている色である。そして，黄みの緑，そして青みの緑と色相が変化するにつれ
て明度が下がってくる。青系の色や紫系の色では各種の明度が揃っているが，明度の低いものの
方が比較的豊富にある。ホルベイソの絵具の方にはごく暗い，あるいは，暗い色の数が多い。す
なわち，黄色以外の色において明度5以下のものが圧倒的に多いのである。リキテックス絵具の
場合は，明度が一番低くても1．5であるが，ホルベイン絵具では明度1．5以下のものが，バイオレ
ット（1．4），ナリエンタルブルー（1．4），ピーコックブルー（1．3），カツラブルー（1．2），ダー
クブラウン（1．1），フーカスグリーン（0．6）など6色もある。図3を見る限りでは，日本のメー
カーの製品の方が，とくに緑色，青色，紫色，茶色において“暗い”色を揃えている傾向がある。
　彩度では，いずれのメーカーにおいても彩度10以上の色が半数近く（ホルベインで60色中27色，
リキテックスで65色中26色）あることに気づく。マンセルが，最初，当時入手可能な最も彩度の
高い色標を彩度10としていたことを考えれば，現代の色は，とくに黄色や赤色において実に鮮や
かになっているといえる。
おわりに
　19世紀半ばに偶然にモーヴという合成染料が発明されて以来，数多くの合成の色素がうみださ
れてきた。とくに，20世紀に入ると，従来の無機顔料に匹敵する堅牢性を持つ合成有機顔料の発
明が続いている。このような合成有機顔料も，最初は，専門家用絵具の素材としての需要はほと
んどなかった。ところが，今世紀も半ばすぎた頃から，酢酸ビニル樹脂やアクリル樹脂などとい
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う新しい素材をベースにした絵具が広く使用されるようになり，その着色材料として合成有機顔
料が積極的に使用されるようになるのである。現在，市販されている専門家用絵具では，有彩色
の約半数において，合成有機顔料が使用されているといえる。
　顔料全体でみると，有機・無機あわせた顔料の総数の約2分の1が何らかの形で塗料・絵具用
となっている。そして，その塗料・絵具用顔料のうちの少なくとも6分の1から5分の1程度が
専門家用絵具の素材となっている合成有機顔料であり，その数は70種あまりにのぼる。顔料の種
類がこのように豊富で絵具の数が多いということは，使用者の立場にたってみると，塗り重ねる，
あるいは，混ぜ合わせるという手順をほとんど必要とせずに，求めている色がだせるということ
である。結果として，‘‘にごり”の少ない，すなわち彩度の高い色が多くなる。絵具自身の彩度
をみても，鮮やかな色が実際に多いということはすでに述べたとおりである。色の多様化，個別
化と同時に，この鮮やかさへの嗜好が現代の色を特徴づけているようだ。
　塗料・絵具用の顔料362種のうち，赤色顔料は134種あった。また，専門家用絵具に使用されて
いる合成有機顔料72種のうち赤色顔料が31種あったことからも分かるように，色別にみた場合，
顔料の種類が圧倒的に多いのは赤色である。前述のアクリル絵具（日本のホルベインアクリラ絵
具とアメリカのリキテックスアクリル絵具）において，色の傾向の差が最も分かりやすくあらわ
れたのは赤色絵具においてであった。また，外国の製品どうしを比べてみても，フランスのフラ
ヅシュビニル絵具，オランダのターレンスのアクリル絵具，そしてアメリカのリキテックスのア
クリル絵具において，黄色，青色，緑色では比較的同じような顔料が使用されていたが，赤色の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）顔料の選択には差がでているという結果が報告されている。このようにみていくと，現代の絵具
の色を比較検討する場合，現在ある広い選択肢の中から，どの赤色顔料，すなわちどのような赤
の色を選んでいるかということが，個々の違いを最も端的にあらわす要素になるのではないかと
考えられる。
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New　Colors　in　the　20th　Century
　　　　　　　　SONODA　Naoko
　　Since　a　synthetic　dye　called“Mauve”was　invented　in　the　middle　of　the　19th　century，
the　history　of　colors　has　known　remarkable　changes．　In　particular，　there　appeared　at
the　beginning　of　the　20th　century　many　synthetic　organ三c　pigments　having　a　good
fastness　property　comparable　to　that　of　the　inorganic　pigments．　However，　these　synthetic
organic　pigments　were　hardly　used　in　artists’colors　until　the　middle　of　this　century．
Their　demand　and　use　gradually　increased　along　with　the　development　of　new　types
of　coloring　Inaterials　which　used　synthetic　resins　as　vehicle．
　　At　the　present　time，　there　are　at　least　70　kinds　of　synthetic　organic　pigments　used
in　artists’colors．　Comparing　the　Munsell　values　of　acrylic　colors　produced　by　a　Japanese
血anufacturer　with　those　produced　by　an　U．　S．　manufacturer，　we　can　point　out　a　wider
variety　of　colors　and　a　higher　brightness　as　characteristics　of　modern　colors：　the
difference　in　the　color　choice　was　most　marked　in　red　colors．　The　red　pigmellts　are
the　richest　in　variation　as　pigments　registered　in　CoZor抗4θエand　presently　used　ill
artiStS，　COIOrS．
　　Therefore，　with　regard　to　the　colors　of　modern　coloring　materials，　the　red　pigments
or　red　colors　selected　from　these　extensive　options　would　reHect　most　adequarely　the
differences　in　taste，
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